
一

般

科

機
械
工
学
科

電
気
電
子
創
造
工
学
科

物
質
工
学
科

建
築
学
科

    

須甲  克也 
( SUKOU Katsuya ) 

一般科 教授 （数学） 

（ 理学修士 ） 
 

研究室ホームページ 

▷ 教育工学 

▷ 数学教育 

テーマ１：教科教育の環境支援 

具体的な学習支援システムや教育支援システム開発を

通して、授業の評価、学習者の達成度評価、更に、集団授

業と並行して実施できる個別指導の有効な方法論の構築

や、教育機器の利便性を探る。 

 

テーマ２：教科教育以外の教育環境支援 

数学教育に関する具体的な教材作成の実践を通して、新

しいカリキュラム、具体的なコースウェアやコンテンツを

開発する。特に集団授業での利用に並行して、個別の能力

に合わせた使用が可能な教材の作成を目指す。 

 

テーマ３：数学教材の開発 

学校における学級運営や課外活動に関して、その指導環

境を向上させる為の方法論を探す。学級担任や部活動顧問

としての実践を通して検証する。学生集団に対する一斉指

導と並行して実施できる個別指導の有効な方法論の構築。  

 

▷ 温泉旅行 

▷ スキー・スノーボード 

▷ バスケットボール 

▷ 数学教育  

▷ 教育評価 

▷ 学習支援  

▷ 教育支援 

▷ 教材開発  

▷ カリキュラム 

▷ 高等学校から大学初等年度レベルの数学全般に関する授業、評価、個別指導の実践、及び、 

それらに関する助言。 

▷ 数学教育関連の教材やコースウェアの作成、及び、それらに関する助言。 
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柴田  洋一 
( SHIBATA Yoichi ) 

一般科 教授 （物理） 

（ 理学博士 ） 

PBLの手法を用いた物理教育方法の開発 

課題解決型学習方法 Problem Based Learning（略称 PBL）

は、予め課題が学習者に与えられ、学習者はその課題を解

決するために学習をする、という授業方法である。PBLは、

明確な正解がない課題で用いられることが多いが、これを

物理の授業に取り込むことが研究テーマである。物理は明

確な解が存在するが、初学者にとっては未知の課題であ

る。授業の最初に未知の実験を行い、実験データを観察し、

それらのデータを様々な表やグラフにまとめてみる。そこ

からグループで議論を行い、input と output 間の関係性

やパラメータ間の規則性を自分たちで見いだし、最終的に

実験式を見いだす、という方法である。このあと授業の最

後に教師から正しい解を示す。 

これらのステップにより、学生は知識を天下り式に教わ 

るのではなく、学習者自身が能動的に獲得する。  

 

▷ 物理教育 

▷ 創造性教育 

▷ 金管楽器演奏 

▷ 吹奏楽・オーケストラ・ 

ジャズバンドなどでの演奏 

専 門 分 野 

▷ 物理教育 

▷ アクティブ・ラーニング 

▷ PBL 
▷ 楽しい物理 

▷  

研 究 概 要 

▷ 楽しい理科実験 「ホットケーキを作ろう」「歩測で地図をつくろう」「響け！缶笛」 

「威力抜群の吹き矢」「ネイキッドペットボトルロケット」          他 

▷ 大人向け科学教室「放射線の基礎知識」 

▷ PBL（課題解決型学習） 
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